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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第95期

第２四半期
連結累計期間

第96期
第２四半期
連結累計期間

第95期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成30年４月１日
至平成30年９月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （百万円） 20,184 21,162 44,393

経常利益 （百万円） 563 368 1,534

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 213 102 754

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 285 △4 1,507

純資産額 （百万円） 30,306 31,209 31,528

総資産額 （百万円） 52,932 54,145 55,318

１株当たり四半期（当期）　　

純利益
（円） 51.54 24.83 182.38

潜在株式調整後１株当たり　　

四半期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 53.46 53.70 53.13

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 921 748 2,032

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △248 △441 △1,227

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △1,048 △802 △1,638

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 8,815 7,957 8,457

 

回次
第95期

第２四半期
連結会計期間

第96期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 15.90 28.89

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指標等

については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

５．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国経済や欧州経済が堅調に推移し、総じて緩やかな回復の動き

が見られましたが、米国と中国の貿易摩擦が世界経済に与える影響が懸念され、先行きは不透明感が強まりました。

　一方、わが国経済は、雇用情勢の改善や個人消費の持ち直しなどにより、回復基調で推移しましたが、世界経済の

不確実性が懸念され、景気の先行きは予断を許さない状況で推移しました。

　当社グループの主需要先である建設業界・産業機械業界では需要に回復の動きが見られ、造船業界では低迷してい

た市況に回復の兆しが見られたものの、当社の受注環境への影響は限定的なものとなりました。

　このような状況のもと、当社グループは創業100周年に向けた「グランド100トライアスロンセール」による拡販活

動の活性化に努め、売上高は増加したものの、価格競争の激化などにより、利益は減少しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりとなりました。

 

①財政状態

　当第２四半期連結会計期間末の資産合計は541億45百万円で、前連結会計年度末比11億73百万円の減少となりまし

た。

　当第２四半期連結会計期間末の負債合計は229億36百万円で、前連結会計年度末比８億54百万円の減少となりまし

た。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は312億９百万円で、前連結会計年度末比３億19百万円の減少となりま

した。

 

②経営成績

当第２四半期連結累計期間の売上高は211億62百万円（前年同期比4.8％増）、営業利益は２億38百万円（同43.1％

減）、経常利益は３億68百万円（同34.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億２百万円（同51.8％減）

となりました。

 

　セグメントの経営成績は、次のとおりであります。

ａ．機械装置

　機械装置部門においては、「グランド100トライアスロンセール」の一環として拡販活動に取り組むとともに、

「2018KOIKEプライベートフェア」などの展示会を開催し、多くの受注を獲得したことにより、売上高は増加しまし

た。

　しかしながら、価格競争の激化に伴い利益率が低下したことなどにより、利益は減少しました。

　その結果、売上高は79億87百万円（前年同期比2.5％増）、セグメント利益は２億42百万円（同44.0％減）となり

ました。

ｂ．高圧ガス

　高圧ガス部門においては、鉄工・建機関連の需要が復調するなか「グランド100トライアスロンセール」の一環と

して拡販活動に取り組み、多くの受注を獲得するとともに、医療関連に関する営業強化に取り組み、酸素濃縮器およ

びCPAPのレンタル契約件数が増加したことなどにより、売上高は増加しました。

　その結果、売上高は79億12百万円（前年同期比4.3％増）、セグメント利益は３億41百万円（同14.8％増）となり

ました。
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ｃ．溶接機材

　溶接機材部門においては、「グランド100トライアスロンセール」の一環として拡販活動に取り組むとともに、

「こいけ市」などの展示会でのPRや安全講習会の実施により、溶接機・溶接関連商品・安全器の売上高が増加しまし

た。

　しかしながら、利益率の高い商品の販売が減少したことなどにより、利益は減少しました。

　その結果、売上高は47億23百万円（前年同期比3.3％増）、セグメント利益は１億28百万円（同20.0％減）となり

ました。

 

ｄ．その他

　その他の部門においては、排ガス処理装置に関する中国での有機ELパネルや大型液晶パネル向けの大型案件を受注

したことにより、売上高は増加しました。

　その結果、売上高は５億39百万円（前年同期比129.3％増）、セグメント利益は47百万円（同311.1％増）となりま

した。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は79億57百万円で、前連結会計年度末に比べ５億円の

減少となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

　営業活動によるキャッシュ・フローは７億48百万円の収入（前年同期は９億21百万円の収入）となりました。　

これは主に減価償却費と売上債権の回収によるものです。

　投資活動によるキャッシュ・フローは４億41百万円の支出（前年同期は２億48百万円の支出）となりました。　

これは主に有形固定資産の取得による支出があったことによるものです。

　財務活動によるキャッシュ・フローは８億２百万円の支出（前年同期は10億48百万円の支出）となりました。　

これは主に長期借入金の返済による支出と配当金の支払があったことによるものです。

 

（3）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、１億57百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（6）主要な設備

　前連結会計年度末において計画中であった主要な設備の新設について、当第２四半期連結累計期間に著しい変更

があったものは、次のとおりであります。

 

　新設

　当第２四半期連結累計期間に新たに確定した主要な設備の新設計画は、次のとおりであります。

会社名

事業所名
所在地

セグメント

の名称
設備の内容

投資予定金額

資金調達

方法

着手及び完了予定年月

完成後の

増加能力総額

(百万円)

既支払額

(百万円)
着手 完了

提出会社

本社

東京都

墨田区
－ 統括管理設備 770 27 借入金 平成31年４月 平成32年６月 －

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 17,910,000

計 17,910,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,522,933 4,522,933
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 4,522,933 4,522,933 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 4,522,933 － 4,028 － 2,366
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

小池酸素工業取引先持株会
東京都墨田区太平二丁目10番10号ユナイト

ビル錦糸町３階
280 6.78

大陽日酸株式会社 東京都品川区小山一丁目３番26号 266 6.45

小池商事株式会社 東京都墨田区錦糸三丁目５番７号 261 6.33

株式会社三菱UFJ銀行　 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号　 204 4.95

株式会社千葉銀行　 千葉県千葉市中央区千葉港１番２号　 199 4.82

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　 174 4.21

あいおいニッセイ同和損害

保険株式会社
東京都渋谷区恵比寿一丁目28番１号　 160 3.88

株式会社きらぼし銀行 東京都港区南青山三丁目10番43号 152 3.69

株式会社常陽銀行 茨城県水戸市南町二丁目５番５号 113 2.73

小池化学株式会社 東京都墨田区錦糸三丁目２番１号 105 2.56

計 － 1,919 46.39

（注）上記のほか、自己株式が384千株あります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　464,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　4,029,100 40,291 －

単元未満株式 普通株式　　 29,033 － －

発行済株式総数 4,522,933 － －

総株主の議決権 － 40,291 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が5,400株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数54個が含まれております。

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

中国アセチレン株式会社
山口県宇部市大字東
須恵3903番地の３ 40,100 9,200 49,300 1.09

株式会社エイ・エム・シー
東京都足立区入谷七
丁目11番12号

2,000 27,500 29,500 0.65

ケーエム酸素株式会社
茨城県つくばみらい
市谷井田504番地１ 800 500 1,300 0.03

小池酸素工業株式会社
東京都墨田区太平二
丁目10番10号ユナイ
トビル錦糸町３階

384,700 － 384,700 8.51

計 － 427,600 37,200 464,800 10.28

　（注）他人名義として所有している株式は、取引先による持株会「小池酸素工業取引先持株会」（東京都墨田区太平

　　　　二丁目10番10号ユナイトビル錦糸町３階）名義のうち、相互保有株式の持株残高を記載しております。

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東光監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,021 8,525

受取手形及び売掛金 ※４ 14,951 ※４ 12,919

有価証券 449 447

商品及び製品 4,234 4,723

仕掛品 1,126 1,648

原材料及び貯蔵品 1,462 1,593

その他 598 773

貸倒引当金 △268 △219

流動資産合計 31,575 30,412

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,439 4,276

機械装置及び運搬具（純額） 1,209 1,211

工具、器具及び備品（純額） 340 431

土地 9,437 9,429

リース資産（純額） 1,104 1,141

建設仮勘定 8 84

有形固定資産合計 16,541 16,575

無形固定資産   

のれん 17 19

リース資産 10 17

その他 204 206

無形固定資産合計 232 243

投資その他の資産 ※３ 6,970 ※３ 6,913

固定資産合計 23,743 23,733

資産合計 55,318 54,145
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成30年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※４ 8,036 ※４ 7,617

電子記録債務 ※４ 3,162 ※４ 3,050

短期借入金 4,080 4,059

1年内返済予定の長期借入金 417 297

未払法人税等 380 207

賞与引当金 509 446

役員賞与引当金 79 30

受注損失引当金 35 35

製品保証引当金 63 71

建物解体費用引当金 － 45

その他 2,233 2,372

流動負債合計 18,998 18,234

固定負債   

長期借入金 206 89

役員退職慰労引当金 202 213

退職給付に係る負債 166 175

資産除去債務 14 23

その他 4,201 4,199

固定負債合計 4,791 4,701

負債合計 23,790 22,936

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,028 4,028

資本剰余金 2,354 2,354

利益剰余金 20,310 20,123

自己株式 △920 △920

株主資本合計 25,772 25,585

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,851 1,871

土地再評価差額金 868 868

為替換算調整勘定 592 464

退職給付に係る調整累計額 307 284

その他の包括利益累計額合計 3,619 3,488

非支配株主持分 2,135 2,134

純資産合計 31,528 31,209

負債純資産合計 55,318 54,145
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 20,184 21,162

売上原価 14,536 15,343

売上総利益 5,648 5,818

販売費及び一般管理費 ※ 5,229 ※ 5,580

営業利益 418 238

営業外収益   

受取利息 6 11

受取配当金 50 55

受取賃貸料 83 95

持分法による投資利益 27 28

物品売却益 17 23

為替差益 7 －

貸倒引当金戻入額 22 45

その他 12 37

営業外収益合計 229 296

営業外費用   

支払利息 43 36

賃貸費用 17 24

為替差損 － 98

その他 23 8

営業外費用合計 84 166

経常利益 563 368

特別利益   

固定資産売却益 1 13

投資有価証券売却益 － 0

関係会社清算益 － 4

その他 1 0

特別利益合計 3 18

特別損失   

固定資産除売却損 1 11

減損損失 95 40

建物解体費用引当金繰入額 － 45

その他 0 2

特別損失合計 98 98

税金等調整前四半期純利益 468 287

法人税、住民税及び事業税 214 168

法人税等調整額 25 △31

法人税等合計 239 137

四半期純利益 228 150

非支配株主に帰属する四半期純利益 15 47

親会社株主に帰属する四半期純利益 213 102
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 228 150

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 174 18

為替換算調整勘定 △108 △151

退職給付に係る調整額 △9 △22

その他の包括利益合計 56 △155

四半期包括利益 285 △4

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 268 △28

非支配株主に係る四半期包括利益 17 23
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 468 287

減価償却費 726 709

減損損失 95 40

のれん償却額 8 8

貸倒引当金の増減額（△は減少） △25 △60

賞与引当金の増減額（△は減少） △1 △59

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △48 △49

受注損失引当金の増減額（△は減少） △10 1

製品保証引当金の増減額（△は減少） △10 8

建物解体費用引当金の増減（△は益） － 45

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 8 11

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 26 19

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △9 △13

受取利息及び受取配当金 △57 △66

支払利息 43 36

持分法による投資損益（△は益） △27 △28

固定資産除売却損益（△は益） 0 △1

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） － △0

関係会社清算損益（△は益） － △4

売上債権の増減額（△は増加） 907 2,187

たな卸資産の増減額（△は増加） △615 △1,258

仕入債務の増減額（△は減少） △275 △544

未払消費税等の増減額（△は減少） △24 △136

その他 △43 △77

小計 1,133 1,055

利息及び配当金の受取額 69 75

利息の支払額 △49 △41

法人税等の支払額 △232 △341

営業活動によるキャッシュ・フロー 921 748
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  （単位：百万円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △396 △355

定期預金の払戻による収入 594 351

有形固定資産の取得による支出 △441 △467

有形固定資産の売却による収入 14 29

無形固定資産の取得による支出 △10 △51

投資有価証券の取得による支出 △13 △11

投資有価証券の売却による収入 － 0

有価証券の取得による支出 － △10

関係会社の清算による収入 － 45

貸付金の回収による収入 9 9

その他 △5 18

投資活動によるキャッシュ・フロー △248 △441

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △24 59

長期借入金の返済による支出 △309 △236

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △319 △313

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △372 △289

非支配株主への配当金の支払額 △21 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,048 △802

現金及び現金同等物に係る換算差額 △45 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △421 △500

現金及び現金同等物の期首残高 9,236 8,457

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 8,815 ※ 7,957
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　保証債務

 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

 

前連結会計年度
（平成30年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

関西総合ガスセンター㈱ 56百万円 関西総合ガスセンター㈱ 52百万円

コイケカッティングアンドウェル

ディング（インド）㈱
33

コイケカッティングアンドウェル

ディング（インド）㈱
31

計 89 計 84

 

　２　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 59百万円 3百万円

 

※３　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

投資その他の資産 65百万円 51百万円

 

※４　四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務

　四半期連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務の会計処理については、手形交換日等を

もって決済処理をしております。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期

連連結会計期間末日満期手形、電子記録債権及び電子記録債務が四半期連結会計期間末日残高に含まれておりま

す。

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 358百万円 411百万円

電子記録債権 8 24

支払手形 0 0

電子記録債務 83 68

 

（四半期連結損益計算書関係）

　※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。
 

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日

　　至 平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日

　　至 平成30年９月30日）

給料 1,768百万円 1,869百万円

賞与引当金繰入額 285 325

役員賞与引当金繰入額 30 30

退職給付費用 72 63

役員退職慰労引当金繰入額 15 13
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 9,372百万円 8,525百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △557 △568

現金及び現金同等物 8,815 7,957

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月28日

定時株主総会
普通株式 372 9  平成29年３月31日  平成29年６月29日 利益剰余金

（注）平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。１株当たり配当額につきま

しては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

　配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 289 70  平成30年３月31日  平成30年６月28日 利益剰余金

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 機械装置 高圧ガス 溶接機材 計

売上高         

外部顧客への

売上高
7,790 7,587 4,572 19,949 235 20,184 － 20,184

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － － －

計 7,790 7,587 4,572 19,949 235 20,184 － 20,184

セグメント利益 433 297 160 892 11 903 △485 418

 　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、燃焼式排ガス処理装置、

ヘリウム液化機の製造・仕入・販売が含まれております。

２．セグメント利益の調整額△485百万円には、セグメント間取引消去65百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△579百万円、棚卸資産の調整36百万円、その他の調整額△７百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

「機械装置」セグメントにおいて、投資額の回収が困難となった該当事業用資産について、帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しております。

なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては、95百万円であります。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 機械装置 高圧ガス 溶接機材 計

売上高         

外部顧客への

売上高
7,987 7,912 4,723 20,623 539 21,162 － 21,162

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － － －

計 7,987 7,912 4,723 20,623 539 21,162 － 21,162

セグメント利益 242 341 128 713 47 760 △522 238

 　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、燃焼式排ガス処理装置、

ヘリウム液化機の製造・仕入・販売が含まれております。

２．セグメント利益の調整額△522百万円には、セグメント間取引消去75百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△624百万円、棚卸資産の調整32百万円、その他の調整額△５百万円が含まれておりま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

報告セグメントに配分された減損損失はありません。報告セグメントに配分されていない減損損失計上額は、

40百万円であります。
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（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（デリバティブ取引関係）

　デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

 １株当たり四半期純利益 51円54銭 24円83銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
213 102

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
213 102

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,138 4,138

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年10月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月13日

小池酸素工業株式会社

取締役会　御中

 

東光監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中川　　治　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 勝　伸一郎　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中島　伸一　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小池酸素工業株

式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から

平成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小池酸素工業株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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